
対 談

六代 目菊 五郎 の芸

花柳壽楽 (舞踊家)・如月青子 (評論家)

司会 今年の児玉さんのは六代目を見ていない

人の、文献資料やいろいろな方に伺ったこ

とから立ち上げた、研究でございます。今

度は実際六代目さんを見てらっしゃる、日

本俳優学校の生徒でいらっしゃいました人

間国宝で家元後見の花柳壽楽先生と、舞踊・

歌舞伎評論の権威でいらっしゃいます如月

青子先生、お二人の対談でございます。五

十分という短い時間でございますがよろし

くお願い申し上げます。(拍手)

B4判 の写真資料をお配 りしてございま

す。六代目尾上菊五郎の若いときから晩年

までの写真をいろいろ並べてお ります。

〈六代目との縁〉

如月 では先生、六代目とかかわられた時代に

ついておっしゃっていただけますか。あれ

だけの名優でも、いつ一番親 しく接 しられ

たかということで、古老や先輩のお話に当

然ながらいろいろのずれがございます。先

生は一番働 き盛 りの六代目に密着 しておら

れたと思いますが。

花柳 古 老でもありませんけれども…実は私の

父が菊五郎一本のファンでございました。

その前に明治三十六年、九代目市川団十郎 ・

五代目尾上菊五郎が相次いで亡 くなられた

ときは、歌舞伎 (座) の前を通るのもいやだ

というほどがっかりしていたというんです

けれども、のちに市村座時代を経て六代目

尾上菊五郎さんが世に出られますと大変な

ファンにな りまして交流も大変深かったん

です。あそこはまだ枡 (席) でございまして、

父に連れられて芝居を見に行ったり六代目

さんの楽屋に遊びに行った りしました。

如月 お父様は講釈氏の典山さんでいらっしゃ

いましたね。

花柳 はい。錦城斎典山と申しまして、六代 目

さんが形の中に一生懸命、人間というのは

本来悪人なら悪人だけというわけではない、

人間の性格や心のひだに食い込んでいって

芝居を考えられたように、父の講釈もそう
いった傾向にございました。芥川龍之介さ

んみたいな作家や、新派の歌舞伎の俳優さ

んにもファンがございまして、父と、六代

目さんと、小靭太夫 (山城少橡) さんと、

ああいった芸風がこれからの芸だと、持て

はやされました。そういったことから六代

目さんと親交がございました。

私が小学校を卒業 して、子供ですから、

花屋になろうか、発明家になろうかなどと

考えていたときに、姉が二人それぞれ花柳

の家元 (二代 目花柳寿輔) と、先だってな

くなりました十三代 目片岡仁左衛門のとこ

ろへ嫁いでお りましたので、義兄たちから、

そういった環境 にあるんだから、芸の世界

に進みなさいと勧められました。それで先

代寿輔に入門いたしまして、同時に六代 目

菊五郎が作った俳優学校へ入りなさいと言

われまして、十三歳で入学 したわけです。

如月 わた くしは六代 目の最晩年の十年ほどを、

子供時代の目を主に覚えておりますだけで、

間接的なんですが、先代花柳寿輔師のもと

に三歳で入門しまして、かえりに木挽町の

歌舞伎座と東京劇場へ親に連れられて参 り

ました。そのころ東お どりの芸者 さんが
“猿”を花柳の家元の稽古場 に探 しにいら

したときつかまりまして、初舞台がその方

の背に乗った 「靭猿」だったんですね。そ

れで花柳界と何となく密着 したということ

と、新橋という場所もございまして、私が

歌舞伎を見に行っているのをご覧になって

いたのが、当時の武原はんさんや(先 代の)

都一中さんでいらっしゃいました。「花柳舞

踊研究会」の子役をずっとやらせていただ

いたので、遠山静雄先生、田中良先生といっ

た、六代目にタッチされていた方達に教え

を頂 きました。戦後、私が踊らない立場に

なってか らは亡 くなられるまでずっと違っ

た面でご教示を頂 きました。武原先生の「帯

屋事件(1)」ということもございましたけれ

ども。

また先ほどの児玉さんのお話に出ました

「裸の稽古」をお受けになった五条珠実さん

や中村勘三郎 さん、のち六代目夫人になら

れました寺島千代 さん達から話 し合おうと

おっしゃって頂 き、そうした機会が続 くよ

うになりました。六代目を間接的に後から

追うことが、不思議なご縁でございました。

五条 さんは女で も踊 りの稽古をするん

だったら裸がいやだなんて言っちゃいけな

いと六代 目に言われて、やはり下着姿で骨

格から踊るということを教えられたそうで
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す。この前或るシンポジウムの時に五条流

に保存されているビデオを出していただき

ましたんですが、五条さんの最後の国立大

劇場の 「道成寺」、最初は動 きが大 きす ぎ

て、それはあちらの芸風ですけれど、みん

な (批評家達が) お帰 りになっちゃったん

です、格式がないということで。そのあと

あたくしと亡 くなった報知の左本政治さん

と二人だけ残って、「山づ くし」を見て、

す ぐには立てないくらい感動 して、終わっ

てから溜息をついたんですが、みなさんが

お信 じにならないんですね。そのとき六代

目の「骨格から踊る」ということと、「山づ く

し」は リズムを打ち込む ということを大事

になさったことと、五条さんは「太鼓の リズ

ム(2)」をお作 りになった方なんだというの

が一緒になってよくわかったんですね。

花柳 六代目の話ですけれどね、その裸で踊ら

せたっていうのは実際で、私 もされたこと

がございます。貝殻骨をこう持って、腰を

ひねって 「まだだ、まだだ」ってやってい

ただいた覚えがあります。で もねえ、よく

六代目が股の問に紙を挟んで、女形の時は

これを落 としちゃいけないと言ったとよく

語 られるんだけれども、あれは伝説でそん

なことは一度 もなかったように思います。

六代目さんみたいに腿が太っていれば爽ん

だまんまでも踊れるけども 「お前やってみ

ろ」って言われたって私がやったらいっぺ

んで落っこちゃう。

だけども、ちょうど俳優学校へ私が入れ

て頂いた時期が、六代目菊五郎全盛と言わ

れた頃です。戸板康二先生が 「生涯最高の

鏡獅子だったろう」 と本(3)に 書かれた鏡

獅子 を踊 られたのも、その頃(3)で ござい

ます。私その頃に封切 られた 「一本刀土俵

入」に里の子で出て、お稽古場からずっと

拝見 していたんですけれども、「一本刀土俵

入」 とか 「暗闇の丑松」、「巷談宵宮雨」、

その前に 「坂崎出羽守」、そ ういう古典 と

して歴史に残るような名作が どんどん出た

頃だったんです。

稽古場ったら、シーンとしちゃって、灰

皿投げたり怒鳴ったりっていうんじゃない

んです。一座の人が もう心底六代目さんに

惚れきっていました。六代目さんの演出、
一挙手一投足を見そこなわない、稽古をそ

んな車輪にやるわけじゃないんだけれども、

小 さな動 きからでもやってらっしゃる事は
は

みく分かる存です。それを演出力です。脚
本 も結構な脚本には違いないんだけれども、

ほとんど六代 目さんがご自分の演出と演技

で名作に仕立て上げられたようなもんです

ね。ちょうどそういう時期に、私事で恐縮

ですけれども、十三から十八まで、何でも

もろに吸い込む年代に俳優学校で勉強させ

て頂いたってことは大変な幸せで した。踊

りも 「鏡獅子」「道成寺」「保名」、大抵そ

れがでれば、お客さんが来るからずいぶん

何度も踊られましたけれども、「鏡獅子」「道

成寺」は他の方はあまり踊られませんで し

たね、つまり六代目さんの専売特許みたい

なもので した。

「一本刀土俵入」のお話 しましたけれども、

歌舞伎座に羽左衛門、歌右衛門、吉右衛門、

中車、梅幸、名優が綺羅星のように顔を揃

えていらっしゃる。川ひとつ隔ててこっち

の東京劇場(5)で 、一人で、ま、脇 に三津

五郎さんもいらしたし勘弥さんもいらした

ことがあ りましたが、さあ来いみたいな、

生涯で最も張 り切っておられた時期で した。

さっき六代目さんの 「間」のお話が出ま

した、僕よくお話 しするんですが、六代 目

さんは機関車の絵をお描きになって、客車

を描いて、客車と客車の問の連結器をお描

きになる。で、踊 りで一等大事なのはここ

の連結器の場所だ、つまり振 りから振 りへ

移るところに物理的な間 じゃない、自分だ

けが持っている間がある、と。悪魔の 「魔」

ですけれども、たいか先々代の望月太左衛

門さんのなにかの御披露のパーティーで六

代目さんが演説なさって、お嘩子のことで

すか ら 「問」は 「魔」に通ずる とお話な

さったように伺ってお ります。

如月 写真についてとてもおやかましい方だっ

たと伺ったことがあ りますが、残っている

写真がとてもいいもので、役の気っ風や面

魂がこもっているというか。あれは普通に

撮らせてたら昔の機械や技術です し、他の

方のはずいぶんだらけたのもあるように思

うのですけれども。狂言舞踊の終 りの追廻

しの首の伸び具合や角度も、よく残ってい

ますね。

花柳 写真の撮られ方 もとっても気になさる方

だった し、公表する写真にもとても厳 し

かったです。けれども木村伊兵衛さんの、

舞台面をそのまま写 したのは(6)、木村さん

が何 日も何 日も写すまでに芝居を見に通っ

て、写すポイン トを決めて、六代目のこと

だっていうところを写 したわけですが、判

官の切腹の前の喧嘩場、「この手を突いて」

の 「この手を」 というところの写真を見る

とものすごくオーバーな芝居をしてるんで

すね、顔から口から。でもそれを流れによっ
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てスッと見るから、その場面で大芝居 して

たようには見えないわけですよ。

大芝居を嫌いました。手を叩かれるのは

大変嫌ってました。

「ほんとうに良ければ、お客は身を乗 り出

して手を叩 くひまもないはずだ、『よっ、

うめえうめえ、うめえッ』ってのは自分が

下手な証拠だ」とおっしゃってましたから。

掛声 も 「音羽屋」「六代 目」まではいい

んだけれ ども、俳優学校ができてから 「校

長先生」とか、「大統領」って掛け声が出

ると本当にいやな顔をなさいましたね。

〈 「鏡獅子」と 「道成寺」〉

如月 今 日配って頂いた資料の写真はだいたい

初役の時か始めの頃と、中ごろと、晩年の

もので、周 りが揃っているものを、わた く

しお願い して出 していただいたんですが、

名優、踊 りの神様でもこれだけ変わるんで

すよということを見ていただきたいんです。

たとえば二枚目の、四十九歳の時の 「鏡獅

子 門 ですが、大正三年の初役の時とはず

いぶん違います。この写真(8)は 初役の時

の 「鏡獅子」(後 ジテ) ですね。のちの写

真から推 して見ると気の毒な出来で…

花柳 この写真、鉢巻が全然写っていないんで

すよ。だからこんなオデコに写っちゃって

るんだけれども、織物の鉢巻が写っていれ

ばもっと締まった顔に写 りますよ。この時

三十才 ぐらいですか、兎にか く大成功だっ

たと聞いて居 ります。

如月 その位(9)で す。この前 までは六代 目よ

り一つ年下の吉右衛門が芝居での していて、

大人の芸だと言われていたそうですが、こ

れ (「鏡獅子」) によってわたくしの先生の

三宅周太郎は 「踊 りの六代目」ということ

を公言 し、感動 したっておっしゃっていま

した。

花柳 そうですか。 もっとも 「紅葉狩」の山神

を九代目団十郎 とやった少年時代から踊 り

はうまいってことになってたみたいですけ

れども。

如月 それにしてもこの後ジテは気の毒ですね,

戦後から今までいろいろな論をわた くし

聞きましたが、六代目の後 (ジテ) は一度

入る時に真ん中に毛を挟んだとか、右に振

り出すようにしたんだとか、宗家六代 目藤

間勘十郎さんはこういう風におっしゃって

るとか、今で も話が出ることがあるんです

けれども、引っ込まれないときもあった(10)

んですね0

花柳 いろんな時あ りましたよ。舞台へ来ない

で花道の七三でテレツテレツテンをやって

舞台へ来たこともあるし、揚幕から舞台ヘ
スッとそのまま行っちゃったこともあるし。

如月 先代の勘十郎 さんがご存命のころ、戦後

の演者の数人からは、今 日は勘十郎 さんが

観ておられるからこっちにするかって、じ

かに聞いたこともございますんですが。

わた くしがひとつ納得 したのは勘三郎 さ

んが なさった ときに、お客 さまは横か ら

引っ込むのをご覧になる、そうすると真ん

中に入れるのは何 とな く尻尾を巻いちゃて

るみたいで勢いがない、それで自分は右に

振 り出すようにしたいって直接わたくしに

おっしゃったんです。確かにそういう気は

するんですね。

花柳 六代 目も部分部分ではいろりうなところ

を変えてらしたと思います。

如月 「鏡獅子」の後ジテの顔を作ってらっしゃ

る時に揚幕で恐い一瞬をご覧になったと伺

いましたが。

花柳 僕は鳥屋場の隅っこの方で見てたんです

けれども、出の時にね、松 さんって言った

かな、揚幕の人が早 く上げちゃったんです。

で黙って閉めたんだけれどそうしたら怒っ

て、ポ カー ン と背 中殴 って。そ の次 に

「幕っ」って言ってパッと上げたら凄かっ

たんですよ、その時の獅子が。だから僕は、

その人を殴ったのは、その人が悪いという

よりもいっぺん見せ ちゃうと気合いが抜け

ちゃう、そういう意味合いもあったんじゃ

ないかと思います。何でも感心 してる時代

で したけど…。

「鏡獅子」のお話が出ると、「道成寺」が

すぐに連想 されますが、とにかくこのふた
つは、六代 目が踊 られた数々の名品のなか

でも代表作 といわれています し、御 自身で

も 「道成寺」 については沢山のことばを残

されています。さき程五条さんの話が出ま

したが、なかでも 「恋の手習」の件 りは唄

を聞かせて楽に踊 り、一番身体 を使って踊

りこむのは 「山づ くし」か ら 「振鼓」に

なったところだという教えは有名で、俳優

であれ舞踊家であれ、皆そのように心掛け

ています。

私は所化の役で毎 日拝見していたことが

あ りましたが、「振鼓」の件 りの身体の使

い方は特にすごかった。そして、その動 き

にまだ二分か三分の余裕があって、あくま

でも白拍子花子であるところが名人の名人

たるところだと思います。

鐘入 りになったところで 「死にてえ」 と

言われた話 も有名です。あれは昭和十年頃、

大阪の歌舞伎座でのことでしたが、私 もそ
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の折所化の役で鐘のそばに倒れていてその

声を聞きました。その日の踊 りがあまりに

気持ちよく踊れて、「今、この時が最高だ」

と思われてのことだそうです。法悦境 とは

そういうものかも知れません。

〈 「六歌仙」と 「保名」〉

如月 七代 目三津五郎 さんの言ってられること

でそれはそうだなと思 うのは、「六歌仙」

の 「文屋」 にしても六代 目の行 ぎ方という

のは、「六歌仙」を通 したときにはあそ こ

だけ目立ってしまう。それから 「吉野山」

の忠信にしても 「千本桜」 を通 したときに

は納 まりにくい。つまり作品全体の風 とい

うものに対 しての問題ですね。そういうこ

とを考えると、何でも六代 目が神様 じゃな

い方がいい、柔軟性を持った感覚が残 らな

いと、と思 うんです。

花柳 そうです。「文屋」はあれ、九代 目団十

郎です よね、ああいう形になったのは。六

代 目はもちろん九代 目に教わったからその

通 りやってるんだけど、「六歌仙」 を通す

とあそこだけ活歴で他 とはちょっと匂いが

違 う、そういうことはあると思いますね。

でも六代目さんの 「文屋」はほんとに良'

かった。確かに先生のおっしゃる活歴の風

は疑問があります、だけれども三津五郎さ

んが 「富士や浅間の煙はおろか」ってやる

のを、決 して荒 くやっちゃいけない、浅間

の煙であってもそれはお香の煙が漂ってる

ようにや らなくちゃ雅がなくなるよって

おっ しゃった、「文屋」は本来それが眼目

ですよ。

少 し外れますが、こないだある俳優さんが

「文屋」で、後ろに足をひょいと蹴ったら

ば、その形が面白いっていうのでワーッと

拍手喝采が来た。それでご当人、そこがま

すますエスカレー トして。それはお行儀が

悪いことです、)「文屋」 じゃないんです、

その某という俳優さんが受けているという

だけで。六代目さんがいらしたらカンカン

に怒ったと思います。それを新聞の批評で

最高のように褒めてあったのがあ ります。

実に良 くないことだと思います。罪悪です

よ。もう少 し批評家の方もしっか り見てい

ただきたいと思います。誰か言って くれる

といいんですが。

それから 「喜撰」ね、ほんとに六代 目さ

んが工夫を凝らして面白くお作 りになった

けれども、あれはやっぱ り三津五郎 さんみ

たいに昔の型をそのままただ曲にのって、

自分で楽しみながら淡々と踊っている 「喜

撰」が本物のように見えますね。こっちは

工夫を凝 らした六代目型だけれども、どっ

ちを見 くらべてといったら、自分の先生の

ことを悪 く言 うようだけれども、僕は三津

五郎 さんの方が本当ぢ与思います。事実六

代 目さんも 「あれは寿作ちゃんにはかなわ

ない」 とおっしゃっていました。

如月 わたくし、子供の時の記憶で二代目の寿

輔師が、「うちの 『保名』は 『来山翁が筆

ず さみ』っていうところをもとは自分で書

く振 りだったんだけれ ども、『筆ず さみ』

だから 『来山翁』の筆のあとをああなるほ

どと辿 るというように変 えま したよ」 と

おっしゃったのが、頭に残っていました。

そのころのプロの方がみんな亡 くなってし

まったのです。それでこの間、戦後 もそう

いうことをおっしゃっていたかどうか側近

の方に伺ったら、おっしゃっていたと。や

はり六代目がある時期それを、「自分は本の

ページを繰るように扇を開ける」と説明さ

れている。だから六代目の系統で歌舞伎 を

勉強なさった二代目さんのところへそれが

伝わって、花柳が途中から改まった時期が

あったのかなと思うのです。

花柳 そうれはね、僕はねえ、そういう些細な

ことは言わない方がいいと思う。それはこ

う書こうとこう書こうと、保名の全体には

そう関わらないですよ。一人称が二人称か

という問題があるけれども、一人称なら「去

のう去なさぬ」とやれませんよ、あれは花

魁が(保 名を)止 めるんだから。

如月 ウーン、一つの時の流れとして私は興味

深い話に感 じます。小 さいところだから改

めて、一方の大きい意味の くだ りの方は、

花柳 流は小袖を着ませんけれども六代 目は

小袖を着ますよね。これで吉原にダブらせ

て大きく恋として、保名の恋につなげてい

くことになる……。

花柳 僕は安倍の保名の魂 も何 もないと思 うの。

あの歌詞でよく踊れたと思いますよ、「いっ

そ流 して居続けは」 とか 「月夜烏にだまさ

れて」 とかね。その文句の中からあの節だ

けを拾って、春の菜種がいっぱい咲 き乱れ

た野辺の、物憂いような、ポエムというの

かな。そういう形に持っていった六代目の

「保名」がここにあるとしてですね、昔の

型の、奴 さんが出てヨーットトントントン

とやる(ll)ん じゃなくて、いまは六代 目さ

んのこしらえた 「保名」がぽんもののよう

になっちゃたけど、それがいいか悪いかは

別の問題ですが、で もその上でやるにはど

うしたらいいか。そりゃ心の持ち方は大事

です、おっしゃるように。だけど細かいこ
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とはその日の気分でどうで もいいと思うん

だ、僕は。

如月 「保名」でもう一つ六代目の大きな特色な

のは、そういうムー ド派の、精神主義的な

ものなのに小鼓一調を初演から途中で舞台
へ出されたわけですよね。途中か ら(12)心

の中 (を表象する風景) に難子方、小鼓方

が出てくることをどうして嫌わなかったの

かと思 うんです。以前、色々と聞いたこと

があるんです。そ したら結局試行錯誤でい

ろんなことをやってみる、そこには(小 鼓

を舞台へ出すことが)芸 として贅沢だとい

う観念があるのではないかというんですね、

日本の “立合い”の芸で しょうか。下座の

中で打っちゃうよりも。

花柳 あそこの鼓の一調というのはねえ、やは

り蔭で打っちゃうと力が弱いです。チンチ

ン、ア、ポポポウポウポウ、ポウ、ポ、ヤ

ア、 トン、ってところですね。弱い し、最

初から出ているんじゃそれまで全然用がな
いから、二上 りまで。何もしないで座って

るってのも先生、けっこう邪魔になります

し、まあ見る方の御意見次第ですが。

〈 「土蜘」「関の扉」「かさね」〉

如月 面白いのは、「土蜘」の長い間狂言を今

の七代目菊五郎さんが東京公演で抜いてや

りましたね。そのあと、また戻 しましたけ

ど、あれは結局六代目さんもやらないこと

をあの方はス トレー トにテーマを盛 り上げ

たい、それには無駄ではないかというので

抜いたんですね。

花柳 隈取 りでも何でも、なくて間に合うから

ね。でも評判はあまり良くなかったですよ。

如月 六代 目は一度 もそういうことはしなかっ

たわけですが、七代 目は “合理主義”の何

か示唆のようなものを感 じたのか。そう言

えば、六代 目は顔見狂言の感覚はなじみ難

い ものがあったので しょうか。「関の扉」

の墨染が終 りに桜の枝 を折って使 うのは、

我が身を傷つけることでおかしいと、宗貞

の経机の上においていたとか、またそう松

緑達に指導 したと。

「かさね」は六代 目は再演 までは捕手を出

しませんですね。(13)そうすると非常に時間

が短いので、倒れた形のかさねの顔 を醜 く

直 したのが尾上鯉三郎 さんで したそうです

ね。あれは倒れたままの形がいいですね。

中へ入っちゃって顔を変えては ドラマが消

えてしまう。今の偉い演者達に言わせると、

六代目は肥っていて横に倒れたままいるの

が しんどいので、のちに入って しまって顔

を直 したので、これにみんな倣ったって言

うんですが。

花柳 それは知らなかったけど、でも入っちゃ

先生、つまらないですよ。僕が見てたのは

捕手が出て、羽左衛門さんが 「夜や更けて
…」とやっている問、半分隠れてやってま

したがね。引っ込んでお化けになって出て

来るん じゃ凄みがないです。

如月 現在は舞踊界でもほとんどそうですね。

現代最高の女形もある時期から…。

花柳 そんな真似はしないことです。「お前 どこ
へ行か しゃんす」って顔見せないで這って

来るから恐いんですよ、あれは。

〈六代目以後の踊 り〉

花柳 私が先代の家元に入門した時は、初代寿

輔の高弟、花柳寿兵衛 さんとかがまだ生き

ていらして、その方達の踊りを見れば今と

は随分違い ますね。袖をこう持 って突っ

張って らして、お世辞にもいい形ではな

かった。踊 り方を見ていますと、「勧進帳」

の弁慶をやった昔の高麗屋 さん@上 (14)、

それからそれ以前の梅幸(15)さ んは、六代

目さんのような制裁巧緻な踊 り方では決し

てなかった。今の日本舞踊のほとんどの方

が目指しておられる動 き方は、六代 目さん

以後のこういう踊 りの形ができてきたよう

な気がするんです。花柳寿輔、藤間勘十郎、

尾上菊之丞、西川鯉三郎、みなさん六代 目

さんの弟子であ ります し、その方達が一世

を風靡 していた時代 に六代 目さんの型を伝

え下すった。先だって亡 くなられた藤間藤

子先生の踊 りは、確かにみなさんが踊って
いる踊 りとひと味違う。骨太の、それはそ

れで大変結構だけれど、指先までスッと、

繊細に踊るようになったのは六代目さん以

後のような気がするのです。

如月 歌舞伎界と舞踊界両方の芸統が、そうし

た踊 りで占められて、反映 しているという

ことがございますね。そうしたことが不幸

だという見方 も或る面できるわけですね。

花柳 ですから六代目さんがそういう踊 りをお

こしらえになって、今のあらましの方がそ

の型に近づこうとして勉強なさる、それは

それでいいけれ ども、六代目さんが九代目

団十郎の踊 りをああいう風になさったよう

に、六代目の踊 りを俺はこうするってほど

の、名人がなかなか出てこない。あとで今

の方から六代目を見たお話があると思いま

すけれども、その辺はとても難 しいところ

だと思います。

〈 「変わる」と 「飽きる」〉

如月 (写真を見ながら) これだけ同 じ演目で、

踊 りの神様の六代目でも年代によって想像
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で き る中 身 が こん な に違 う と、 勉 強 す る側

と して は 勇 気 が 出 る とい うか …

花 柳 これ は 止 ま って い るわ け が ない の で 、 一

興 行 の 二 十 五 日の 間 に も変 わ って い くと思

い ます し、 そ の 次 の 興 行 、 そ の 次 の 興 行 の

た ん び に も ちろ ん 変 わ って い る は ず で す 。

で 、 そ の 時 の 体 力 に応 じて そ れ が 続 い て い

くと思 うん で す 。 変 わ らな くち ゃい け な い

ん だ と思 い ます 。

如 月 な さる の も、 二 十 五 日間 って こ とで す か

らね 、 舞 踊 家 の リサ イ タル ニ 、 三 回 とい う

の とだ い ぶ 違 い ます ね 。 先 生 が 前 に六代 目

の お 話 の 中 で 「飽 き ち ゃ うん だ 」 って こ と

をお っ しゃ って ま した け れ ど、 わ た く し、

飽 き る って い う こ とは 長 期 公 演 の 演 者 が 実

感 す る こ と なの だ ろ う と想 像 します 。

これ とは 別 に、 一 方 、 先 生 の 一 番 の 傑 作

「か た ゐ の 女 御q門 の 初 演 の 時 あ た く し驚

い ち ゃ った ん で す 。 一 番 大 事 な と ころ で く

い 違 う こ と を な さい ま した で しょ、 テ ー マ

が が た が た に な っ ち ゃ うん で 、 一 体 ど うな

さ っ ち ゃ った の か と思 って 。 先 生 が 後 で あ

た く しにお っ しゃ った 、 先 生 の ご長 男 の 亡

くな られ た (花 柳) 錦 之 輔 さん が そ の 時 楽

屋 へ ど う した こ とか とか け 込 ん で ら した と

か 。 き っ と六代 目 さん も舞 台 で 観 る 側 には

思 い も よ らな い こ と を と っ さ にな さっ た こ

とが あ る の で は な い か って 。 わ た くしい ろ

い ろ 調 べ た り して み た ん で す 。

花 柳 あ あ 、 そ うで す か 、 つ ま りそ れ は 悪 い こ

と を した わ け で す ね 。

如 月 い い え 、と言 う よ り も、先 生 が ご 自分 で

お っ し ゃ っ て ま し た よ 、テ ー マ が 厳 しす ぎ

て 、つ ま りご 自分 の振 付 ・演 出 で あ る に もか

か わ らず 、舞 台 稽 古 まで きて こ れ で い い 、と

思 って ら した こ とが 本 番 で は 急 に主 人 公 が

可 哀 想 に な って 出 来 な くな っ ち ゃ った って 。

花 柳 そ うい う こ とは あ ります ね 、 ふ っ とそ こ

が 嫌 い に な っ ち ゃ う こ とは あ る。

如 月 だ か ら わ た く し、 六 代 目 に もあ っ た ん

じゃ ない か と思 うん で す ね 、 工 夫 して い た

も の が 気 に 入 ら な い 、 そ の 気 に な れ な く

な っ ち ゃ う こ とが 。

花 柳 六 代 目 に も飽 き る こ とが あ った ん で す か

ね え… そ れ は よ く分 か りませ ん が 、 確 か に

良 い 日 と悪 い 日は あ りま した 。

如 月 演 技 者 の 二 十 五 日間 には 、 見 て い る側 か

らは ス ー ッと入 り込 め ない もの が あ る とあ

た く し思 い ま した 。 そ の へ だ た りにつ い て

考 え る こ とが ま た興 味 深 い で す 。

花 柳 そ れ はそ うで す ね え。

如 月 で す け ど先 生 の お 作 品 の 場 合 は、 錦 之 輔

さんが 「どうしたんだ」って後から入って

らしたというのを聞いてほっとしたことも

確かです。

花柳 それはどうも…。

〈六代目の晩年〉

如月 晩年の (寺島) 千代 さんからも伺い、ま

た九朗右衛門さんの話 (一例・・「幕間」別

冊 「六代 目菊五郎」昭和二十四年八月) に

もあ りますけれども、六代 目は 「俺は今ま

での芝居のや り方が違っていたのじゃない

かと思う。いい仕事 をしなければ死ねない

からね」と口 ぐせのように言っておられた

わけですね。それを先生、どんな風にお思

いにな りますか、踊 りばか りでなく、いわ

ゆる六代目歌舞伎全体でしょうけれども。

花柳 う一ん、…そんなことはなかったと思い

ます。すごい自負を持ってましたよ。自分

のやってきたことを後悔するなんて気持は

僕の知っている限 りでは全然おありになら

なかったし、死に際になんておっしゃった

か、伝説みたいになってるか らね。「まだ

早いよ」って言った話も本当かどうか。

如月 たださっきのことは、何人もの他の評者

もはっきりと書いておられるのと、千代さ

んもおっしゃってました。

花柳 自分のしてたことには絶対の自信は持っ

てらしたけど、普段から自身の裏付けとし

て 「これでいいんだろうか」 という工夫は

あったと思 うんですよ、その意味でじゃな

いかしら、全生涯の否定ではなくて。

如月 偉大な方でしたからね。六代目系統の方

は、例えば身体条件が全く違っても 「うち

はこれだ」って皆さんおっしゃいますよね、

大元の精神とか魂 とかはあまり関係なしに、

外側に現れる形だけを取ってよしとする傾

向がなきにしもあらずで。

花柳 うちの型という前にうちの精神が先だと

思う。でも、あれだけの神様みたいな名人

の後にどうしろって言われても、ねえ。

如月 外側からの真似は、本来、六代目の精神

とは最も異なるものです し、六代 目自身が

嘆 くことで しょうが、存在が余 りに偉大な

ので、ということで しょうか。

〈行儀良 くする〉

花柳 声を大きくして申し上げたいのは、六代

目さんがこれか らもうじき死ぬって時 に

「加賀鳶」の道玄をなさって(17)て倒れて、松

緑さんが代 りをなさることになって六代目
の枕元に 「道玄をやらせていただきます」

と松緑さんが言ったならば、六代目が一言、

「行儀良 くやれよ」って言ったって。例え

ばだんまりの場面で捕手 と二人並んで 「違
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う、違う違 う」なんてやって離れていっちゃ

うとこだとか、捕まりそうになるところな

んてのは面白いギャグがいっぱいあるんで

すよね。どけれどあれ、受けるようと思っ

たら線路から外れるんですよ。もう拍手喝

采来るのは間違いないのを 「行儀良 くな

きゃいけない」と言ったところに六代 目の

真骨頂があったと思うんです。

今のお客 さんがね、僕が俳優学校へ上

がった頃のお客さんとはだいぶ客層 も違っ

て、平べ った く言えば宝塚のお客 さんに

寄っているような感 じですね。「○○ さんき

れい」 とかね。たとえば 「巷談宵宮雨」、

あれやっても僕らほどには感銘受けて くれ

ないと思うんですよ。それから豊志賀 (「真

景累ヶ淵」)、あれいつか若手がやって大笑

いになっちゃったけれども、それは新吉が

怖がって笑わせるから。でもあれは怖がる

方がうまくやったら本当に恐い芝居ですよ。

昔の梅幸さんが豊志賀で六代 目が新吉で、

足つかんで 「新吉つあん、新吉つあん」 と

やる ところの恐が り方はね、笑 うどころ

じゃない、ぞっとするような怖 さがあった。

今のお客さんはむしろ笑い方を望んでいる

んじゃないかと思うのね。せっかく九代 目

(団十郎)・五代 目 (菊五郎) が江戸時代
の歌舞伎 を一応整理して、菊 ・吉や羽左衛

門みたいな大勢の名優が受け継いできたも

のが、年寄の繰言みたいだけど、なんだか

壊れてい くような寂 しさを感 じます。

如月 言っても多数決ということもありますし、

好みで しょうという論が出るんです…。

〈まとめ〉

如月 先生、そろそろ時間が来ましたのでまと

めに一言、お願いできますでしょうか。

花柳 六代目を語るときに、一瞬の間とか流れ

とか形とかセリフの息とかに、言葉ではう

まく言えないような美事な感動に一緒に陶

酔 した人と話すのと、学術的に、いろいろ

六代目を調べている人と話すのとは、なん

て言うか、違うと思います。たとえばさっ

き頂いたチラシに、タイツ穿 いた変 な写

真(18)があ りますで しょ、これ羽左衛門さ

んがヨーロッパから買ってきた衣裳を着た

んですよね。だけどこういう風に十七枚の

写真のなかに加えた真意が分からない。 こ

れが六代 目の十七分の一だと思われると大

変気の毒で、これは道楽に着て写真に写 し

ただけで、これで六代 目さんのなにかを評

価 していただいたら恩師の手前申し訳ない。

そういう、受け取 り方の違いというか…

六代 目について話 しているとテンション

があがっちゃうんですよ。写真一枚見ても

ね、この写真からああなった、この写真へ

来るまでこうだったと考えると上がっちゃ

うのね。それを簡単に「ああそうですか」っ

て受けられると、ちょっと寂 しいことがあ

ります。いいものを見られたということは

やは り幸せだったし、今の方はまた今の方

で、後に今の名優を見て幸せだったとお思

いになるのでしょうけれども。

如月 どうもありがとうございました。(拍 手)

註

(1)昭和四十二年十月三日・国立大劇場の第九回「武

原はんの会」で上演 された 「帯屋」の行灯の明か

りについて、照明を担当された遠山静雄氏 と如月

氏の間で論争の行われたことを指す。

(2)昭和九年、珠実会で初演 された五条流の代表作。

(3)『六代 目菊五郎』(昭 和三十一年四月 ・演劇出

版社) 百十六頁を指す と見 られる。

(4)昭和九年六月。

(5)東京劇場は現在改装 されて東劇 ビルとなってい

る。「川」は筑地川。

(6)まとめた本は何冊かあるが 『六代目 尾上菊五

郎 (一九九三年 ・ネスコ/文 芸春秋)、 『六代目尾

上菊五郎舞台写真集』 関逸雄編 (昭和二十四年・

和敬書店) などで見ることができる。

(7)昭和八年は一月 ・歌舞伎座、六月 ・明治座で出

している。

(8)大正三年 一月 ・市村座。見ている写真は 「演芸

画報」所載のもの。

(9)大正三年は数え年で三十歳。

(10)後ジテの途上の時に花道から一旦出て後ろ向き

で引っ込み、再度出る演出を行わないということ。

(11)六代 目菊五郎以前の、奴が出て所作ダテでか ら

む演出。田中良氏が、三十年ほど前に国立劇場で

復活を試みたとき、すでに古い演奏方が出てこな

かったと聞く。曲の伝承について、現在、如月が

調査中です。

(12)「夜 さの泊 りはどこが泊 りぞ」から。

(13)現行演出は与右衛門が流れてくる骨蜀罎を取 り上

げ、卒塔姿を折って鎌 を抜 くと累が顔を押 さえて

藪畳へ倒れ、捕手が二人出て掛る。その間「夜や更

けて」の唄。後ろの黒幕を振 り落 とし、捕手の落 と

した手配書を読んだ与右衛門が行こうとすると顔

の変わった累が呼び止め、嫉妬のクドキになる。

(14)七代 目松本幸四郎。

(15)六代 目尾上梅幸。

(16)昭和五十二年 ・新橋演舞場のリサイタルで初演。

(17)昭和二十四年四月 ・東京劇場。二 日目より休演

し最後の舞台 となる。

(18)一九九九年六～七月 ・早稲田大学演劇博物館開

催 「六代目尾上菊五郎展」チラシ掲載 「胡蝶舞」

(昭和三年十一月 ・歌舞伎座) のブロマイ ド。
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